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～ゆとりの時間を楽しく過ごす～ 

  

後
の
豊
か
な
生
活
の
た
め
に
は
、

公
的
制
度
や
金
融
保
険
商
品

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
が
大
切
。
夫

婦
で
過
ご
す
楽
し
い
老
後
の
く
ら
し
を

想
像
し
な
が
ら
生
活
設
計
を
立
て
て

み
ま
し
ょ
う
。 

　
老
後
に
は
、病
気
と
介
護
に
対
す
る

「
健
康
の
不
安
」
、長
生
き
す
る
ほ
ど「
生

活
資
金
の
不
安
」
、家
族
・
介
護
・
友
達
・

地
域
社
会
と
の
「
人
間
関
係
の
不
安
」

と
い
う
「
３
大
不
安
」
が
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
ね
。
 

　
た
と
え
ば
、生
活
資
金
の
不
安
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
７０
歳
以
上
の

医
療
費（
自
己
負
担
限
度
額
）は
外
来

で
１
万
２
０
０
０
円
、入
院
は
４
万
４
４

０
０
円（
目
安
）で
す
。（
一
定
以
上
所
得

者
な
ど
、例
外
も
あ
り

ま
す
）
。
仮
に
入
院
し

て
食
事
代
な
ど
が
別

途
か
か
っ
た
と
し
て
も
、

月
７
万
円
ほ
ど
あ
れ
ば

済
む
わ
け
で
す
。
ま
た
、

要
介
護
５
の
方
が
介

護
保
険
制
度
を
上
限

ま
で
利
用
し
た
場
合
の

自
己
負
担
額
は
、月
３
万
５
８
３
０
円（
目

安
）で
す
。（
施
設
を
利
用
し
た
場
合
、

在
宅
と
同
様
に
居
住
費
や
食
費
は
原

則
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。
こ
う
し

た
制
度
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
れ
ば
、

病
気
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
急
に

慌
て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
 

　
そ
れ
で
は
、生
活
資
金
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
、「
老
後
の
生
活
設
計
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、

表
１
の
「
高
齢
者
世
帯
の
消
費
支
出
」

を
参
考
に
「
わ
が
家
の
支
出
」
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭

の
合
計
額
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

　
実
は
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
は
、毎

月
５
万
円
〜
１５
万
円
が
不
足
す
る
世

帯
が
ほ
と
ん
ど
。で
す
か
ら
、貯
蓄
し
て

き
た
老
後
資
金
を
取
り
崩
し
て
生
活

す
る
の
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
し
、
自
助

努
力
に
よ
り
生
涯
に
わ
た
る
毎
月
の
定

期
的
な
収
入（
終
身
年
金
の
よ
う
な
金

融
商
品
な
ど
）を
確
保
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
 

   

二
人
の
健
康
と
幸
せ
の
た
め
に
も
、

夫
婦
一
緒
に
趣
味
や
外
出
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！ 

そ
れ
に
は
、自
分
た

ち
の
た
め
に
使
え
る
お
金
を
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
生
活
を
夢
見
て

い
た
の
に
、貯
蓄
が
減
る
一
方
で
は
不
安

が
募
り
ま
す
ね
。
そ
の
た
め
に
自
分
た

ち
は
ゆ
と
り
あ
る
楽
し
い
生
活
が
送
れ

ず
、子
ど
も
た
ち
に
財
産
を
残
し
て
や

る
だ
け
―
と
い
う
現
実
が
多
い
の
で
す
。
 

　
高
齢
者
夫
婦
の
貯
蓄
額（
夫
６５
歳
、

妻
６０
歳
以
上
）は
２
２
２
１
万
円（
総
務

省
「
平
成
１６
年
全
国
消
費
実
態
調
査
」
）

で
す
が
、老
後
の
不
安
か
ら
、貯
蓄
を
で

き
る
だ
け
減
ら
さ
ず
に
亡
く
な
っ
て
い

く
方
が
相
当
多
い
で
す
。
 

　
し
か
し
、お
金
は
殖
や
し
た
り
貯
め

た
り
す
る
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
老
後
の
自
分
た
ち
の
た
め
に
も
有

意
義
に
楽
し
く
使
っ
て
こ
そ
、お
金
の
価

値
が
生
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

　
例
え
ば
、「
①
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
た

め
に（
自
分
た
ち
が
）使
う
お
金
」「
②

将
来
の
不
安
に
備
え
て
手
元
に
残
し
て

お
く
お
金
」「
③
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

残
し
て
や
る
お
金
」
と
、あ
ら
か
じ
め
手

持
ち
の
お
金
を
分
け
て
お
け
ば
、安
心

し
て
く
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
れ
は
「
老
後
資
金
の
三
分
法
」
と

言
い
ま
す
が
、表
２
に
整
理
の
仕
方
を
ご

紹
介
し
て
お
き
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
例
え
ば
、
６０
歳
の
時
点
で
の
平
均
余

命
は
男
性
が
２２
・
５４
年
、女
性
が
２８
・
０６

年
。
夫
婦
の
年
齢
差
は
平
均
３
年
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、夫
婦
で
は
男
性
よ

り
女
性
が
平
均
９
年
長
生
き
す
る
と

想
定
で
き
ま
す
。
夫
婦
２
人
の
生
活
が

２３
年
、そ
の
後
で
妻
の
み
の
生
活
が
９
年
、

こ
の
３２
年
分
の
老
後
資
金
の
使
い
方
、残

し
方
を
考
え
て
お
く
と
い
い
ん
で
す
よ
。
 

 
若
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
上
手
に
築
く
こ
と
が
で
き
る
女
性

に
比
べ
て
、男
性
は
定
年
退
職
後
、自
宅

に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
方
が
多
い
で
す

ね
。
健
康
で
快
適
な
老
後
を
過
ご
す
た

め
に
は
、「
夢（
生
き
が
い
探
し
）」
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
老
後
を
前
向
き
に
生
き

る
こ
と
が
、ご
家
族
に
と
っ
て
も
、何
よ
り

の
幸
せ
に
な
る
は
ず
で
す
よ
。
 

 　
さ
て
、今
回
の
講
義
は
い
か
が
で
し
た

か
？ 

1
つ
で
も
2
つ
で
も
参
考
に
な
る

何
か
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 

老
 

お
 

講
師
か
ら
の
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

1

講
師
か
ら
の
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

2

表1  高齢者世帯の消費支出 （夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦のみの世帯） 

表2  老後資金の三分法 

食料費 

住居費 

光熱、水道費 

家具、家事用品費 

被服および履物費 

保健、医療費 

交通、通信費 

教育娯楽費 

その他支出 

合計額 

貯蓄現在高 

64,300円 

20,700円 

18,100円 

10,300円 

13,700円 

17,300円 

31,300円 

34,300円 

77,000円 

287,200円 

2,461万円 

　59,900円 

19,200円 

16,200円 

9,100円 

9,100円 

15,900円 

26,700円 

31,100円 

61,400円 

248,700円 

2,221万円 

使うお金 備えるお金 残すお金 

病気に備える 

介護の準備 

家のリフォーム等 

その他 

＜制度と対策＞ 
・公的年金制度 
・生活保護制度 
・終身年金（保証期間付） 
・夫婦連生終身年金 
・変額年金保険 
・個人向け国債 
・投資信託（毎月配当） 

＜制度と対策＞ 
・高齢者医療保険制度 
・高額療養制度 
・介護保険制度 
・終身医療保険 
  （ガン特約） 
・介護保障保険 
・個人向け国債 
・公社債投信 

＜制度と対策＞ 
相続財産評価減 
相続対策 
老後の世話⇒何を残せる 
・終身保険（6０歳払込み） 
・一時払い終身保険 
・一時払い終身年金 
・国内株式投信（ETF） 
・海外公社債投信 

豊かな生活費38万円（月間） 
（旅行、趣味等の金額） 

万円 

万円 

万円 

合計額　　　  　　　　　万円 合計額　　　  　　　　　万円 

万円 

万円 

万円 

合計額　　　  　　　　　万円 

生活資金の過不足額 
●5万×12ヵ月＝60万 
●60万×夫余命22年 
　=1320万円 
●妻一人の生活資金： 
　60万×（6年＋夫婦の平均（※）年齢差） 
　=540万円 
生涯過不足金1860万円 
男60歳時の余命年数82歳 
女60歳時の余命年数88歳 
 

毎月の収入額 

毎月の支出額 

毎月の過不足額 

現在の貯蓄額 

（夫婦２人の収入） 

（夫婦２人の生活費） 

（妻または夫１人の場合） 

（１人の生活費） 

 

（残したい貯蓄額） 

　このコーナーでは、全国で活躍している金融広報アドバイザー

による誌上公開講座を行います。第1回の講師は栃木県の高橋

昭夫さんです。 

　高橋さんは、老後のゆとりの時間を有意義に過ごすためには、

前向きに自分の生き方を考えることが大切であるという信念を持っ

て、この講座を行っています。 

　日々の金融広報活動の中で、特に高齢者の生活設計の大切

さを感じることが多く、このテーマに積極的に取り組んでいます。 

 

栃木県金融広報委員会 
金融広報アドバイザー　高橋昭夫さん 
大手金融機関を退職後、主にNHK文化センター
宇都宮、市民大学、生涯学習センター、企業セミナー
等での、実体験に基づいたユーモアあふれる語りが
人気の講師。＜得意分野＞公的年金制度、社会
保険制度全般、老後資金の有効活用、老後の生
活設計、豊かな老後の過ごし方、生命保険の選び方、
企業年金制度と退職金制度など、多岐にわたる。 

講師 　橋昭夫 

資料：総務省「平成16年全国消費実態調査」 
　　 金融広報中央委員会「平成21年度版暮らしと金融なんでもデータ」 

※合計額は、各消費項目の合計とは 
　必ずしも一致しません 

※約3年 

1 2 3

葬儀の費用 

老後世話になる人に 

子どもに残す 

相続対策 

消費項目 勤労世帯 夫婦世帯 わが家の支出 
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③
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

残
し
て
や
る
お
金
」
と
、あ
ら
か
じ
め
手

持
ち
の
お
金
を
分
け
て
お
け
ば
、安
心

し
て
く
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
れ
は
「
老
後
資
金
の
三
分
法
」
と

言
い
ま
す
が
、表
２
に
整
理
の
仕
方
を
ご

紹
介
し
て
お
き
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
例
え
ば
、
６０
歳
の
時
点
で
の
平
均
余

命
は
男
性
が
２２
・
５４
年
、女
性
が
２８
・
０６

年
。
夫
婦
の
年
齢
差
は
平
均
３
年
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、夫
婦
で
は
男
性
よ

り
女
性
が
平
均
９
年
長
生
き
す
る
と

想
定
で
き
ま
す
。
夫
婦
２
人
の
生
活
が

２３
年
、そ
の
後
で
妻
の
み
の
生
活
が
９
年
、

こ
の
３２
年
分
の
老
後
資
金
の
使
い
方
、残

し
方
を
考
え
て
お
く
と
い
い
ん
で
す
よ
。
 

 
若
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
上
手
に
築
く
こ
と
が
で
き
る
女
性

に
比
べ
て
、男
性
は
定
年
退
職
後
、自
宅

に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
方
が
多
い
で
す

ね
。
健
康
で
快
適
な
老
後
を
過
ご
す
た

め
に
は
、「
夢（
生
き
が
い
探
し
）」
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
老
後
を
前
向
き
に
生
き

る
こ
と
が
、ご
家
族
に
と
っ
て
も
、何
よ
り

の
幸
せ
に
な
る
は
ず
で
す
よ
。
 

 　
さ
て
、今
回
の
講
義
は
い
か
が
で
し
た

か
？ 

1
つ
で
も
2
つ
で
も
参
考
に
な
る

何
か
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
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表1  高齢者世帯の消費支出 （夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦のみの世帯） 

表2  老後資金の三分法 

食料費 

住居費 

光熱、水道費 

家具、家事用品費 

被服および履物費 

保健、医療費 

交通、通信費 

教育娯楽費 

その他支出 

合計額 

貯蓄現在高 

64,300円 

20,700円 

18,100円 

10,300円 

13,700円 

17,300円 

31,300円 

34,300円 

77,000円 

287,200円 

2,461万円 

　59,900円 

19,200円 

16,200円 

9,100円 

9,100円 

15,900円 

26,700円 

31,100円 

61,400円 

248,700円 

2,221万円 

使うお金 備えるお金 残すお金 

病気に備える 

介護の準備 

家のリフォーム等 

その他 

＜制度と対策＞ 
・公的年金制度 
・生活保護制度 
・終身年金（保証期間付） 
・夫婦連生終身年金 
・変額年金保険 
・個人向け国債 
・投資信託（毎月配当） 

＜制度と対策＞ 
・高齢者医療保険制度 
・高額療養制度 
・介護保険制度 
・終身医療保険 
  （ガン特約） 
・介護保障保険 
・個人向け国債 
・公社債投信 

＜制度と対策＞ 
相続財産評価減 
相続対策 
老後の世話⇒何を残せる 
・終身保険（6０歳払込み） 
・一時払い終身保険 
・一時払い終身年金 
・国内株式投信（ETF） 
・海外公社債投信 

豊かな生活費38万円（月間） 
（旅行、趣味等の金額） 

万円 

万円 

万円 

合計額　　　  　　　　　万円 合計額　　　  　　　　　万円 

万円 

万円 

万円 

合計額　　　  　　　　　万円 

生活資金の過不足額 
●5万×12ヵ月＝60万 
●60万×夫余命22年 
　=1320万円 
●妻一人の生活資金： 
　60万×（6年＋夫婦の平均（※）年齢差） 
　=540万円 
生涯過不足金1860万円 
男60歳時の余命年数82歳 
女60歳時の余命年数88歳 
 

毎月の収入額 

毎月の支出額 

毎月の過不足額 

現在の貯蓄額 

（夫婦２人の収入） 

（夫婦２人の生活費） 

（妻または夫１人の場合） 

（１人の生活費） 

 

（残したい貯蓄額） 

　このコーナーでは、全国で活躍している金融広報アドバイザー

による誌上公開講座を行います。第1回の講師は栃木県の高橋

昭夫さんです。 

　高橋さんは、老後のゆとりの時間を有意義に過ごすためには、

前向きに自分の生き方を考えることが大切であるという信念を持っ

て、この講座を行っています。 

　日々の金融広報活動の中で、特に高齢者の生活設計の大切

さを感じることが多く、このテーマに積極的に取り組んでいます。 

 

栃木県金融広報委員会 
金融広報アドバイザー　高橋昭夫さん 
大手金融機関を退職後、主にNHK文化センター
宇都宮、市民大学、生涯学習センター、企業セミナー
等での、実体験に基づいたユーモアあふれる語りが
人気の講師。＜得意分野＞公的年金制度、社会
保険制度全般、老後資金の有効活用、老後の生
活設計、豊かな老後の過ごし方、生命保険の選び方、
企業年金制度と退職金制度など、多岐にわたる。 

講師 　橋昭夫 

資料：総務省「平成16年全国消費実態調査」 
　　 金融広報中央委員会「平成21年度版暮らしと金融なんでもデータ」 

※合計額は、各消費項目の合計とは 
　必ずしも一致しません 

※約3年 

1 2 3

葬儀の費用 

老後世話になる人に 

子どもに残す 

相続対策 

消費項目 勤労世帯 夫婦世帯 わが家の支出 
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